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緑の地球新聞

砂
漠
化
が
進
む
地
球

　
―
現
状
と
砂
漠
化
防
止
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
―

世
界
で
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
砂
漠
化
の
存
在
と
危
険
性
が
提
唱
さ
れ
、
国
際
的

に
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。「
緑
の
地
球
防
衛
基
金
」
も
、
地
球
環

境
破
壊
の
深
刻
化
を
憂
い
て
、
森
林
破
壊
と
そ
れ
に
伴
う
砂
漠
化
を
防
ぎ
地
球
の
緑

を
守
る
た
め
に
設
立
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
40
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
日
に
至
っ
て
も
、
森
林
破
壊
も
砂
漠
化
も
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は

鈍
化
し
て
い
る
も
の
の
、
な
お
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

本
稿
で
は
、
砂
漠
化
が
進
む
地
球
を
取
り
上
げ
、
砂
漠
化
と
は
何
を
指
す
の
か
、

そ
の
現
状
や
原
因
、
こ
れ
ま
で
採
ら
れ
て
き
た
取
り
組
み
等
を
紹
介
し
ま
す
。

砂
漠
化
と
は
、
乾
燥
地
帯
に
お
い
て
、

気
候
変
動
や
人
間
の
活
動
に
よ
り
、
以
前

は
植
物
が
育
っ
て
い
た
緑
の
土
地
が
、
植

物
が
育
ち
に
く
い
土
地
に
変
わ
っ
て
し
ま

う
こ
と
を
言
い
ま
す
。（
図
１
参
照
）

砂
漠
化
が
大
変
深
刻
な
問
題
で
あ
る

の
は
、
砂
漠
化
が
進
む
と
、
水
と
食
糧
不

足
に
陥
る
た
め
で
す
。
砂
漠
化
が
進
ん
だ

土
地
で
は
水
を
蓄
え
ら
れ
ず
、
農
業
が
出

来
な
く
な
る
か
ら
で
す
。

な
お
、
１
９
９
４
年
６
月
に
採
択
さ
れ

た
国
連
の
砂
漠
化
対
処
条
約
で
は
、
砂
漠

化
を
、「
乾
燥
地
域
、
半
乾
燥
地
域
、
乾

燥
半
湿
潤
地
域
に
お
け
る
土
地
の
劣
化
」

と
定
義
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
定
量
化
が
困
難
な
砂
漠
化
の
現
状

地
球
上
で
ど
れ
く
ら
い
の
面
積
が
砂

１
．
砂
漠
化
と
は
何
を
指
す
の
か
？

２
．
砂
漠
化
の
現
状

漠
化
に
直
面
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

砂
漠
化
は
大
変
深
刻
な
問
題
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
土
地
の
劣
化
を
推
定

す
る
手
法
等
に
よ
っ
て
そ
の
面
積
や
程
度

の
推
計
値
は
大
き
く
異
な
る
た
め
、
砂
漠

化
の
程
度
に
関
す
る
確
定
値
は
あ
り
ま
せ

ん
。
環
境
省
は
、「
砂
漠
化
の
プ
ロ
セ
ス

の
多
様
性
と
複
雑
さ
に
よ
り
、
砂
漠
化
の

定
量
化
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。」
と
紹

介
し
て
い
ま
す
。国
連
等
の
報
告
書
で
も
、

砂
漠
化
し
て
い
る
場
所
を
示
す
世
界
地
図

が
、
10
数
年
前
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
近
年
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

（
２
）
公
表
さ
れ
て
い
る
推
計
値
の
例

し
か
し
、
砂
漠
化
の
現
状
に
関
す
る
推

計
値
は
様
々
に
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
環
境
省
自
然
環
境
局
は
、
①

砂
漠
化
に
つ
な
が
る
乾
燥
地
域
が
地
球
の

陸
地
の
40
％
以
上
を
占
め
て
い
る
と
多
く

の
研
究
で
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
今

世
紀
末
に
は
乾
燥
地
域
が
７
％
増
え
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
公
表
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
連
砂
漠
化
対
処
条
約
事
務

局
は
、
世
界
の
砂
漠
化
の
現
状
を
、
次
の

よ
う
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

・�

地
表
の
約
半
分
（
41
％
）
を
占
め
る
乾

燥
地
に
世
界
の
３
人
に
１
人
が
（
24
億

人
）
が
住
み
、
そ
の
半
数
（
12
億
人
）

は
世
界
で
最
も
貧
し
い
。

・�

私
た
ち
の
食
料
の
44
％
、
家
畜
の
50
％

を
乾
燥
地
で
生
産
し
て
い
る
。

・�

乾
燥
地
で
農
業
を
行
っ
て
い
る
人
は

26
億
人
。

・�

農
業
を
行
っ
て
い
る
土
地
の
52
％
は
土

壌
劣
化
（
砂
漠
化
）
が
進
行
。

・�

す
で
に
15
億
人
が
土
壌
劣
化
（
砂
漠
化
）

の
悪
影
響
を
受
け
て
い
る
。

（図１）砂漠化のイメージ図。
砂漠化とは、以前は植物が育っていた緑の土地が、植物が育ちにくい
土地に変わってしまうことを言います
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・�

毎
年
、
干
ば
つ
と
砂
漠
化
で
、
１
，

２
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
日
本
の
国
土

面
積
の
約
３
分
の
１
）
が
失
わ
れ
、
そ

の
結
果
、
毎
年
２
，
０
０
０
万
ト
ン
の

穀
物
が
減
収
し
て
い
る
。

・�

熱
帯
林
と
亜
熱
帯
林
の
42
％
は
乾
燥
し

た
森
林
。
世
界
の
生
物
多
様
性
の
大
部

分
は
乾
燥
地
帯
の
森
林
で
維
持
さ
れ
て

い
る
。

（
３
）
砂
漠
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
地
域

砂
漠
化
の
大
半
は
開
発
途
上
国
で
進

ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
ア
フ
リ
カ
の
サ
ヘ

ル
地
域
（
西
ア
フ
リ
カ
の
サ
ハ
ラ
砂
漠
南

縁
部
に
広
が
る
半
乾
燥
地
域
）
は
深
刻
な

状
況
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
国
で
も
、
１
９
８
０
年
代
に
は
西

北
部
に
お
い
て
砂
漠
化
が
深
刻
な
状
況
で

し
た
。
中
国
政
府
は
、過
伐
採
や
過
開
墾
、

過
放
牧
な
ど
を
禁
止
し
、
植
林
を
行
う
こ

と
で
砂
漠
化
の
進
行
を
阻
止
し
て
き
ま
し

た
。当
基
金
も
中
国
政
府
の
要
請
を
受
け
、

半
砂
漠
地
に
お
い
て
長
年
植
林
事
業
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
砂
漠
化
し

て
い
る
土
地
が
広
大
な
た
め
、
今
な
お
砂

漠
化
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

砂
漠
化
の
原
因
に
は
、「
気
候
的
要
因
」

と
「
人
為
的
要
因
」
の
２
つ
が
挙
げ
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
中
で
も
人
為
的
要
因
に
よ

る
影
響
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
１
）
気
候
的
要
因

気
候
的
要
因
と
は
、
そ
の
名
の
と
お

り
、
気
候
変
化
を
原
因
と
す
る
砂
漠
化
で

３
．
砂
漠
化
の
原
因

す
。
具
体
例
と
し
て
は
、
地
球
規
模
で
の

気
候
変
動
や
、
干
ば
つ
、
乾
燥
化
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
２
）
人
為
的
要
因

人
為
的
要
因
と
は
、
人
の
活
動
を
原
因

と
す
る
砂
漠
化
で
す
。
乾
燥
地
の
脆
弱
な

生
態
系
の
中
で
、
そ
の
許
容
範
囲
を
超
え

て
行
わ
れ
る
活
動
に
よ
っ
て
起
こ
る
砂
漠

化
で
す
。
具
体
例
と
し
て
、
人
口
増
加
に

伴
う
森
林
の
過
伐
採
（
薪
な
ど
に
使
用
）、

過
剰
農
耕
（
焼
畑
の
頻
発
な
ど
）、
家
畜

の
過
放
牧
（
家
畜
が
生
え
て
い
る
植
物
を

根
こ
そ
ぎ
食
べ
て
し
ま
う
）、
都
市
の
拡

大
、
鉱
山
開
発
な
ど
の
持
続
不
可
能
な
土

地
管
理
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

乾
燥
地
と
い
う
た
だ
で
さ
え
弱
い
土

地
が
、
焼
畑
の
頻
発
や
過
放
牧
な
ど
の
人

の
活
動
に
よ
っ
て
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
土

地
劣
化
を
引
き
起
こ
し
、
砂
漠
化
が
進
行

す
る
と
の
悪
循
環
が
起
き
て
い
ま
す
。

１
９
６
８
年
か
ら
１
９
７
３
年
に
ア
フ�

リ
カ
の
サ
ヘ
ル
地
域
で
大
干
ば
つ
が
発
生

し
、１
０
０
万
人
が
死
亡
し
、５
，０
０
０
万

人
が
干
ば
つ
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
こ

れ
を
背
景
と
し
て
１
９
７
７
年
に
国
連
砂

漠
化
防
止
会
議
が
開
催
さ
れ
、「
砂
漠
化

防
止
行
動
計
画
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
砂
漠
化
防
止
の
知
見
を
集
め
、

国
際
的
に
対
処
を
す
る
た
め
、
１
９
９
４

年
に
「
砂
漠
化
対
処
条
約
」
が
国
連
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
同
条
約
の
締
約
国
は
、

２
０
２
１
年
現
在
、
１
９
７
か
国
・
地
域

及
び
Ｅ
Ｕ
と
な
っ
て
お
り
、
２
年
ご
と
に

国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
２
０
１
０
年
８
月
、「
国
連
砂

漠
化
対
処
の
10
年
」
と
銘
打
っ
た
取
り
組

み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
世
界
の
陸
地
面
積

の
４
分
の
１
、
そ
し
て
１
０
０
か
国
以
上

の
10
億
人
の
暮
ら
し
が
砂
漠
化
に
よ
っ

て
脅
か
さ
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
て
、

２
０
１
０
～
２
０
２
０
年
の
10
年
間
に
、

条
約
が
定
め
た
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
す

る
取
り
組
み
で
し
た
。

こ
う
し
た
国
際
的
な
取
り
組
み
の
中
で
、

日
本
政
府
も
、
資
金
拠
出
や
水
資
源
保
護
、

森
林
保
全·

植
林
、
農
業
開
発
な
ど
の
技

術
協
力
、
砂
漠
化
に
関
す
る
研
究
・
調
査

の
実
施
な
ど
の
協
力
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
０
２
２
年
の
砂
漠
化
対

処
条
約
第
15
回
締
約
国
会
合
に
お
い
て
、

開
催
国
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
ア
ラ
サ

ン
・
ワ
タ
ラ
大
統
領
が
、「
砂
漠
化
の
進

行
と
干
ば
つ
に
よ
り
世
界
中
で
毎
年
１
，

２
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
が
消
滅
し

て
い
る
。
土
地
の
荒
廃
は
貧
困
層
の
74
％

に
直
接
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。」

と
発
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
砂
漠
化
は
今

な
お
拡
大
傾
向
を
続
け
て
い
ま
す
。

当
基
金
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
い
ま
名
も

な
い
砂
漠
が
ふ
え
て
い
る　

私
た
ち
は
次

の
世
代
へ
緑
の
地
球
を
贈
ろ
う
」
で
す
。

当
基
金
で
は
、
１
９
８
２
年
の
基
金

創
設
以
降
、
中
国
等
の
半
砂
漠
地
等
に
お

け
る
植
林
（
写
真
１
）
や
、
ア
フ
リ
カ
・

サ
ヘ
ル
地
域
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等

へ
の
資
金
助
成（
写
真
２
）等
を
通
じ
て
、

砂
漠
化
防
止
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
「
砂
漠
化
」
の
動
向

を
見
守
り
つ
つ
、
活
動
を
続
け
て
い
く
所

存
で
す
。

５
． 

砂
漠
化
防
止
に
向
け
た
当
基

金
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

４
．
砂
漠
化
防
止
に
向
け
た
世
界
の

　
　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

（写真１）中国・韓城市象山における当基金の植林
事業。10 年間 22 万本余の植林により緑豊かな地
に生まれ変わりました。当基金は、中国陝西省で、
長年、半砂漠地での植林を実施してきました

（写真２）アフリカ・マリ共和国の裸地化が進む地
で、草本植生の回復に取り組む NPO 法人「サヘル
の森」。当基金からも資金助成を実施しました
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尾
瀬
は
国
内
で
も
有
数
な
植
物
相
の

宝
庫
で
す
。
標
高
１
，
４
０
０
ｍ
以
上
の

亜
高
山
帯
に
位
置
し
、
植
物
相
の
多
く
は

氷
河
期
の
生
き
残
り
で
、
北
方
系
、
南
方

系
の
植
物
も
生
息
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
辛
う
じ
て
生
き
残
っ
た
尾
瀬

の
生
き
も
の
も
、
い
ま
生
息
環
境
の
激
変

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

尾
瀬
が
直
面
す
る
課
題
に
は
、
①
観
光

客
に
よ
る
自
然
破
壊
を
は
じ
め
、
②
少
雪

化
と
温
暖
化
に
よ
る
生
態
系
の
変
容
、
③

外
来
植
物
の
繁
茂
、
④
観
光
客
誘
致
目
当

て
の
開
発
や
施
設
建
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

気
象
擾
乱
の
影
響
に
よ
る
猛
暑
や
豪
雨
、

山
崩
れ
、
渇
水
な
ど
は
日
常
化
し
て
お
り
、

生
き
物
た
ち
の
生
息
環
境
の
大
変
化
は
、

時
に
そ
の
種
を
絶
滅
に
ま
で
陥
れ
ま
す
。

「
尾
瀬
自
然
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、

尾
瀬
国
立
公
園
に
お
い
て
「
尾
瀬
の
自
然

を
後
世
に
伝
え
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
長

年
に
わ
た
っ
て
ハ
イ
カ
ー
向
け
啓
発
や
調

査
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

当
該
団
体
は
、
尾
瀬
の
自
然
環
境
の
変

化
や
影
響
度
合
い
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

１
．
尾
瀬
が
直
面
し
て
い
る
課
題

２
．
調
査
研
究
事
業

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
環
境
チ
ェ
ッ

ク
は
、
気
象
変
動
（
気
温
や
降
水
、
積
雪

な
ど
）、
絶
滅
危
惧
種
、
野
鳥
、
水
質
、

高
山
植
物
、
外
来
植
物
相
、
昭
和
時
代
の

不
法
投
棄
物
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
環
境
行
政
に
関
し
て
も
定

期
的
に
調
査
観
察
を
続
け
、デ
ー
タ
化（
記

録
）
し
て
い
ま
す
。
当
該
団
体
は
、
自
ら

を
素
人
の
集
団
で
あ
る
と
謙
遜
し
ま
す

が
、
一
つ
一
つ
各
項
目
を
研
鑽
し
つ
つ
観

察
し
、
デ
ー
タ
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

尾
瀬
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
は

新
た
な
課
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
外
国
人
誘
致
の
た
め
自
然
林

の
修
景
伐
採
計
画
（
案
）、
環
境
基
準
の

３.

５
倍
以
上
と
な
っ
た
尾
瀬
沼
の
大
腸

菌
群
（
群
馬
県
衛
生
環
境
研
究
所
年
報
よ

り
）、
尾
瀬
の
在
来
希
少
植
物
が
外
来
の

近
縁
個
体
群
と
交
雑
し
た
遺
伝
子
汚
染
問

題
（
第
４
次
尾
瀬
学
術
調
査
報
告
よ
り
）

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
不
法
投
棄
物
に
被
せ

た
土
砂
が
豪
雨
に
よ
り
流
出
し
、
大
量
の

空
き
瓶
、
空
き
缶
が
池
塘
や
沼
に
ま
で
散

乱
す
る
な
ど
、今
ま
で
「
見
て
見
ぬ
ふ
り
」

を
続
け
た
行
政
も
解
決
で
き
な
い
状
態
に

陥
っ
て
い
ま
す
。

①
入
山
者
に
対
す
る
啓
発

尾
瀬
内
で
は
死
者
数
は
少
な
い
も
の

の
転
倒
に
よ
る
事
故
は
多
発
し
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
出
動
も
珍
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
尾
瀬
の
入
山
口
で
ハ

イ
カ
ー
向
け
に
、
５
月
～
10
月
に
か
け
て

当
会
指
導
員
を
延
べ
80
名
ほ
ど
動
員
し
、

フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ナ
ー
や
事
故
の
未
然
防
止

な
ど
を
、
手
作
り
の
尾
瀬
の
地
図
を
使
い

な
が
ら
啓
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
福
島
側

で
は
地
元
の
バ
ス
会
社
の
ご
厚
意
に
よ

り
、御
池
～
沼
山
峠
登
山
口
間
（
約
20
分
）

の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
添
乗
し
て
ハ
イ
カ
ー

向
け
に
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

②�

尾
瀬
自
然
保
護
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー�

養
成
講
座
（
旧
指
導
員
養
成
講
座
）

保
護
活
動
は
一
朝
一
夕
に
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
後
継
者
と
な
る
人
材
育
成

が
何
よ
り
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
延

べ
１
３
０
名
を
超
え
る
受
講
者
は
保
護
活

動
の
大
き
な
戦
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
保
護
の
情
報
提
供
の
事
業
と
し

て
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る

「
エ
コ
プ
ロ
」（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ�

Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ　
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
）
に
出
店
を
し
て
い
ま
す
。

【
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
No.�

15

陸
の
豊
か
さ
も
守

ろ
う
】〈
絶
滅
危
惧
種
の
保
護
、
外
来
種

の
侵
入
防
止
、山
地
の
生
態
系
保
全
〉
を
、

手
作
り
パ
ン
フ
を
使
い
な
が
ら
訴
え
て
い

ま
す
。
絶
滅
危
惧
種
の
多
い
尾
瀬
か
ら
の

情
報
発
信
で
す
。

「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
２
０
２
３
年
度
助
成
団
体
紹
介

尾
瀬
自
然
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動

３
．
自
然
環
境
教
育
事
業

１
９
９
７
年
３
月
、
旧
「
尾
瀬
の
自
然
を

守
る
会
」
の
有
志
に
よ
り
設
立
。
２
０
０
３

年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
改
組
。
尾
瀬
国
立
公
園
に

お
い
て
、
尾
瀬
の
自
然
保
護
に
関
す
る
調
査

研
究
事
業
、
自
然
環
境
教
育
、
普
及
啓
発
活

動
を
通
じ
て
、
自
然
と
共
存
で
き
る
豊
か
な

社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

４
．
普
及
啓
発
事
業

団
体
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

尾
瀬
自
然
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

調査研究事業の一例。
標高２，０００ｍの地点における高山植物調査の模様

自然環境教育事業の一例。
インタープリター養成講座の模様。尾瀬の真ん中 
で尾瀬を学ぶ受講者
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（4）緑の地球新聞　第162号2023年10月5日発行

市
川
浩
一
、
大
槻
幸
一
郎
、
大
山
昌
克
、

久
下
謙
一
、渋
川
文
隆
、末
松
大
輔
、菅
野
、

鈴
木
敦
、
中
野
寿
人
、
増
田
綾
子
、
三
浦

一
正
、
村
瀬
よ
り
子
、
森
川
真
理
子
、
吉

水
咲
子
絵
手
紙
教
室
、
匿
名

㈱
ア
ッ
プ
ワ
ー
ド
、
㈳
生
駒
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
㈳
石
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
、

使
用
済
み
切
手
等
協
力
者

（
6
月
16
日
～
9
月
15
日
敬
称
略
）

同
法
人
・
団
体
協
力
者

（
６
月
16
日
～
９
月
15
日
敬
称
略
）

宇
佐
長
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
王
子
製

紙
新
労
働
組
合
苫
小
牧
支
部
、
柏
市
国
際

交
流
協
会
、
喜
界
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
、
共
和
食
品
㈱
、
㈳
釧
路
市
社
会
福

祉
協
議
会
阿
寒
支
所
、
ク
ラ
シ
テ
㈱
、
㈱

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
、
㈱
さ
く
ら
工
業
所
、

清
水
建
設
㈱
名
古
屋
支
店
、
積
水
ハ
ウ
ス

不
動
産
中
部
㈱
、
高
千
穂
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
、「
小
さ
な
親
切
」運
動
愛
媛
県
本
部
、

デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
セ
ス
㈱
、
㈱
東
海
維
持
管

理
工
業
、
豊
田
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

㈱
、
㈳
名
古
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
㈳

七
尾
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
ニ
ッ
パ
ツ
・

メ
ッ
ク
㈱
、（
一
社
）日
本
有
機
資
源
協
会
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
労
働
組
合
、
㈱

藤
井
合
金
製
作
所
、㈱
松
村
組
、㈱
メ
デ
ィ

パ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、リ
ッ
ク
ス
㈱
、

和
興
フ
ィ
ル
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱

荒
井
俊
行
、
新
井
信
衣
、
㈱
Ｅ
Ｃ
Ｃ
、
Ｓ

Ｍ
Ｂ
Ｃ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
㈱
、
大

槻
幸
一
郎
、
黒
澤
一
雅
、
ジ
ャ
パ
ン
・
カ

イ
ン
ド
ネ
ス
協
会
、幅
田
博
樹
、麓
孝
文
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ン
ダ
ー
協
会
、森
口
修
、

渡
邉
公
伸

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ

Ｏ�

Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｌ�

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｒ
」
が
９
月

16
日（
土
）に
東
京
・
中
野
区
の
「
な
か
の

Ｚ
Ｅ
Ｒ
О
ホ
ー
ル
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。
緑

の
地
球
防
衛
基
金
は
、
他
の
７
団
体
と
と

も
に
招
か
れ
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活
動
に
参

加
し
、
募
金
や
物
品
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
基
金
の
福
田
順
子
理
事
は
舞
台
に
登

壇
し
、多
数
の
来
場
者
や
出
演
者
に
、「
緑

が
大
切
な
地
球
の
資
源
で
あ
る
こ
と
。
当

基
金
が
１
９
８
２
年
の
設
立
以
来
、
地
球

上
の
緑
の
保
全
に
取
り
組
み
一
定
の
成
果

を
挙
げ
て
き
た
こ
と
。
こ
れ
を
ご
縁
に
、

緑
の
地
球
防
衛
軍
の
一
員
と
し
て
ご
協
力

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
こ
と
。」
な

ど
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
ご
支
援
に
謝
意

を
表
明
し
ま
し
た
。

寄
付
協
力
者

（
６
月
16
日
～
９
月
15
日
敬
称
略
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

で
の
募
金
活
動

 （お知らせ） （お知らせ）「地球にやさしいカード」助成事業「地球にやさしいカード」助成事業
第 15 回 研究・活動報告会の開催第 15 回 研究・活動報告会の開催

　10 月 13 日（金）に標記の報告会を開催します。
　様々な環境問題に取り組む助成団体のうち、本年は下記記載２
団体から日頃の活動状況が報告されます。
　入場無料です。急なご案内で恐縮ですが、多くの皆様に日頃の
活動状況をお聴きいただければと願っています。ご応募をお待ち
しています。

1．主　催　公益財団法人�緑の地球防衛基金

2．後　援　ＳＭＢＣファイナンスサービス株式会社

3．日　時　2023 年 10 月 13 日（金）14：00 ～ 16：00

4．場　所　�馬事畜産会館２階会議室
〒 104-0033　東京都中央区新川 2-6-16
地下鉄東西線・日比谷線「茅場町駅」徒歩 5分
JR京葉線・地下鉄日比谷線「八丁堀駅」徒歩5分
都営バス　東京駅八重洲口発深川車庫前または
東京ビッグサイト行きバス停「新川」下車徒歩2分

5．研究・活動報告

（１）「ウミガメとその産卵地を守る」
� ＮＰＯ法人サンクチュアリエヌピーオー�

（２）「�インドネシアにおけるオランウータン保護の基盤
強化に向けた植林活動」

� 熱帯林行動ネットワーク

参加ご希望の方は、いずれかの方法で当基金にご連絡願います。
電話（03-3297-5505）、ＦＡＸ（03-3297-5507）、
Email(defense@green.email.ne.jp)。締切りは10月11日。

使用済み切手等売上表
（6 月 16 日～ 9 月 15 日）

未使用テレホンカード 2,400 円

未使用／使用済み切手 342,846 円

未使用／書き損じハガキ 21,420 円

外国コイン＆紙幣 200 円

合　　　　　計 366,866 円

たくさんの使用済み切手など
ありがとうございました
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